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看護師  香川  

  猛暑が続いています。子どもたちは暑さの中でも夢中になって遊ぶので、水分の補給には十分に気を

配りましょう。また、遠出される方も多いと思います。体調やケガに気を付けながら、楽しい夏の思い出を

作りましょう。 

熱中症 
 熱中症は日射病・熱射病などの総称です。 

 日射病は、戸外で強い直射日光にさらされることが原因で 

熱射病は、室内でも気温の高い場所に長時間いることが原因です。 

症状 
 日射病 ： 顔は赤く、呼吸は荒くなります。皮膚は熱く、体温が上がっても汗が出ず、 

        めまい、頭痛、吐き気を伴います。 

 熱射病 ： 顔は青白く、大量の汗をかきます。皮膚は冷たく、めまい、吐き気を伴います。 

経口補水液の作り方 

水１L＋食塩２ｇ 

＋砂糖３５ｇ 

※自宅で作った経口補

水液は保存がきかな

いので、その日のうち

に飲みきりましょう。 

熱中症になった後は体が疲れている状態です。無理に登園せず、休息をしっかり取りましょう。 

だるさや吐き気などの症状が続く場合は、医療機関を受診する必要があります。 

下痢 
 下痢の原因は様々ですが主なものとして、ウイルスや細菌による感染性胃腸炎、 

食物アレルギー、乳糖不耐症などが挙げられます。 

また、熱中症による体温上昇や脱水によって消化管系の働きが乱れ、下痢を引き起こす 

こともあります。 

 1～２：便秘と判断されます。 

 ３～５：正常便 特に｢４｣が理想便です 

 ６～７：柔らかすぎで下痢と判断されます 

※便の固さだけでなく、便の量や色、 

  においの観察も大切です。 

●食事は便の様子を見ながら 
下痢の時は、食事よりも水分を優先させます。 

脱水予防のために、柑橘系以外の飲み物を与えてください。 

ヨーグルトなどの乳製品は口あたりもよく、腸内環境にも 

良さそうですが、消化に時間がかかること、腸内で発酵 

しやすく、下痢を誘発する心配があります。下痢が治まる 

まではやめておきましょう。 

登園の目安 

下痢が治まり、通常の食事がとれること、全身状態が回復し

ていることが目安となります。 

医療機関で｢感染性のものではない｣と言われた場合でも、 

下痢の程度や回数によっては脱水症状を起こす可能性もあり

ます。よく観察して、判断してあげましょう。 


